
鶴
岡
市
議
会
臨
時
会
が

４
月

日
開
か
れ
、
令
和

25

６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
８
議
案
を
原
案
通

り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
国
の
総
合
経
済
対
策

に
関
連
し
た
定
額
減
税
調

整
給
付
金
給
付
事
業
９
億

５
５
６
３
万
８
千
円
、
低

所
得
世
帯
物
価
高
騰
対
策

支
援
金
給
付
事
業
２
億
９

０
９
０
万
５
千
円
、
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
蛍
光
管

破
砕
機
更
新
の
ご
み
資
源

化
処
理
事
業
５
１
７
万
円

の
計

億
５
１
７
１
万
３

12

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

７
４
９
億
２
１
７
１
万
３

千
円
と
し
ま
し
た
。

定
額
減
税
し
き
れ
な
い

人
に
給
付
金

定
額
減
税
調
整
給
付

「

」
は
、
国
の

金
給
付
事
業

総
合
経
済
対
策
に
よ
る
定

額
減
税
の
実
施
で
、
定
額

減
税
可
能
額
が
税
額
を
上

（

）

回
る

減
税
し
き
れ
な
い

人
に
対
し
、
調
整
給
付
金

を
給
付
し
ま
す
。

定
額
減
税
額
は
、

①
個
人
住
民
税
（
市
県

民
税
）
が
本
人
１
万
円
、

扶
養
親
族
１
人
に
つ
き
１

万
円
を
加
算
、

②
所
得
税
は
、
本
人
３

万
円
、
扶
養
親
族
１
人
に

つ
き
３
万
円
を
加
算
、

い
ず
れ
も
引
き
き
れ
な

い
定
額
減
税
額
分
を
、
１

万
円
単
位
に
切
り
上
げ
た

額
を
調
整
給
付
金
と
し
て

給
付
し
ま
す
。

令
和
６
年
分
所
得
税
が

確
定
し
た
後
、
給
付
額
に

不
足
が
あ
る
場
合
は
、
差

額
を
令
和
７
年
度
に
追
加

給
付
し
ま
す
。

対
象
者
は
、

①
②
の
両
方
該
当
者
は

１
万
７
８
０
６
人
、

①
の
み
該
当
は
４
２
７

０
人
、

②
の
み
該
当
は
７
４
２

人
で
、
調
整
給
付
対
象
者

数
の
合
計
は
２
万
２
８
１

８
人
で
す
。

給
付
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
７
月
中
下
旬
に
給
付

申
請
書
を
発
送
し
、
市
で

振
込
口
座
を
把
握
し
て
い

る
人
に
は
、
申
請
不
要
で

８
月
中
下
旬
に
振
込
、
そ

の
他
振
込
口
座
を
把
握
し

て
い
な
い
人
、
振
込
口
座

の
変
更
希
望
者
な
ど
に

は
、

月
下
旬
ま
で
申
請

10

受
付
、

月
中
旬
に
最
終

11

振
込
と
な
り
ま
す
。

住
民
税
非
課
税
世
帯

な
ど
に
給
付
金

低
所
得
世
帯
物
価
高

「
騰
対
策
支
援
金
給
付
事

」
は
、
国
の
総
合
経
済

業対
策
に
基
づ
き
、

令
和
６
年
度
に
新
た
に

住
民
税
が
、

①
非
課
税
と
な
っ
た
世

帯
に

万
円
、

10
②
均
等
割
の
み
課
税
と

な
っ
た
世
帯
に

万
円
を

10

給
付
し
、

③
さ
ら
に
子
ど
も
１
人

当
た
り
５
万
円
を
加
算
し

ま
す
。

対
象
世
帯
と
、
子
ど
も

加
算
人
数
は
、

①
約
２
１
０
０
世
帯
、

②
約
４
９
０
世
帯
、

③
約
２
３
０
人
、

国
の
基
準
で
は
、
世
帯

員
全
員
が
均
等
割
課
税
者

の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
世

帯
は
対
象
外
と
な
る
こ
と

か
ら
、

④
市
単
独
で
対
象
者
の

拡
大
を
行
い
ま
す
。

た
だ
し
、
令
和
５
年
度

の
給
付
対
象
世
帯
は
除
か

れ
ま
す
。

市
拡
充
の
対
象
世
帯

は
、①

約

世
帯
、

50

②
約

世
帯
、

10

③
約

人
で
す
。

20

給
付
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
６
月
下
旬
に
申
請
書

を
発
送
し
、
７
月
上
旬
に

申
請
受
付
開
始
、
同
下
旬

か
ら
順
次
支
払
い
さ
れ
、

月
下
旬
が
申
請
書
提
出

10期
限
と
な
り
ま
す
。

朝
五
小
工
期
延
長

労
務
単
価
や
資
材
価
格

の
上
昇
な
ど
イ
ン
フ
レ
ス

ラ
イ
ド
に
よ
る
朝
暘
五
小

改
築
工
事
と
、
第
五
学
区

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
新
築

工
事
の
請
負
契
約
の
一
部

変
更
と
、
昨
年
夏
の
猛
暑

の
影
響
に
よ
る
工
期
延
長

を
可
決
し
ま
し
た
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

֝
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ٍ
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▽
憲
法
記
念
日
の
街
宣
で
、
各
所
で
手

振
り
な
ど
激
励
を
頂
き
ま
し
た
。
今
、

自
民
党
の
金
権
腐
敗
ぶ
り
へ
の
国
民
の

怒
り
が
爆
発
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
根

本
に
は
、
憲
法
の
理
念
を
無
視
し
た
自

民
党
政
治
と
国
民
の
意
識
と
の
矛
盾
の

激
化
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

▽
私
の
県
議
会
質
問
の
ほ
と
ん
ど
が
、

当
然
な
が
ら
憲
法
の
理
念
に
関
わ
る
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
幾
つ
か
挙
げ
れ

ば
、
▽
女
性
の
権
利
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
は

条
法
の
下
の
平
等
。
▽
学
校
給

14

食
無
償
化
、
高
校
授
業
料
等
、
教
育
の

負
担
軽
減
は

条
教
育
を
受
け
る
権

26

利
。
▽
雇
用
と
労
働
条
件
は

条
。
▽

27

条
地
方
自
治
。
政
府
へ
の
追
随
で
は

92

。

、

い
け
な
い
と
い
う
こ
と

▽
地
域
医
療

国
保
、
無
料
低
額
診
療
、
介
護
、
障
が

い
福
祉
、
保
育
、
困
窮
者
支
援
等
々
、

幅
広
く
関
わ
る
の
が

条
生
存
権
。

25

▽
以
前
本
欄
で
書
き
ま
し
た
が
、
自
民

党
は
「
国
防
は
最
大
の
福
祉
」
等
と
主

張
し
て
知
事
に
改
憲
へ
の
賛
同
を
求
め

。

、

ま
し
た

恒
久
平
和
主
義
の
み
な
ら
ず

生
存
権
の
実
現
が
国
の
最
大
の
責
務
で

あ
る
事
を
規
定
す
る

条
に
も
反
す
る

25

軍
事
優
先
の
思
想
で
す
。
県
政
の
場
で

も
自
民
党
と
の
対
決
は
、
憲
法
の
理
念

で
の
争
い
が
底
流
に
あ
り
ま
す
。

「

」

、

▽

こ
ど
も
の
日

に
休
み
を
取
っ
て

大
崎
市
の
吉
野
作
造
記
念
館
を
訪
問
し

ま
し
た
。
天
皇
主
権
の
枠
の
中
で
は
あ

っ
た
も
の
の
、
普
通
選
挙
制
度
や
政
党

政
治
等
民
主
主
義
的
制
度
を
主
張
、
中

国
・
朝
鮮
侵
略
を
企
図
す
る
軍
部
を
批

判
、
無
料
診
療
所
を
開
設
す
る
等
、
大

正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
代
表
す
る
人
物
と

さ
れ
ま
す
。
戦
争
に
向
か
う
暗
い
時
代

に

歳
で
没
し
た
東
北
の
偉
人
に
つ
い

55
て
、
地
元
の
小
学
校
等
で
業
績
を
学
ぶ

取
り
組
み
が
連
綿
と
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
事
に
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。

（
県
議

関

徹
）
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「
働
く
も
の
の
団
結
で

生
活
と
権
利
を
守
り
、
平

和
と
民
主
主
義
、
中
立
の

日
本
を
め
ざ
そ
う
！
」
を

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
第

回
メ
ー
デ
ー
鶴

95

岡
田
川
地
区
集
会
が
１

日
、
鶴
岡
公
園
疎
林
広
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

、

、

ロ
シ
ア

ウ
ク
ラ
イ
ナ

イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
即
時

停
戦
を
求
め
る
「
特
別
決

議
」
と
、
た
た
か
う
メ
ー

デ
ー
の
歴
史
と
伝
統
を
引

「

」

き
継
ぐ

メ
ー
デ
ー
宣
言

を
採
択
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
関
徹
県

議
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、

鶴
岡
市
議
団
４
人
が
来
賓

と
し
て
出
席
。
集
会
後
の

デ
モ
行
進
に
も
参
加
し
ま

し
た
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
5月2日入札分

・鶴岡アートフォーラムＷｉ－Ｆｉ環境整備工事（馬場町13-3 （入札9業者うち6業者辞）
退1業者欠席）
庄内通信建設(株) 850,000円（1,640,000円）工期～7/19（落札率51.83％）
・市先端研究産業支援センターＣ棟貸室エアコン更新工事 覚岸寺字水上245番地ほか 入（ ）（
札10業者うち1業者辞退）
山形空調(株) 13,900,000円（14,200,000円）工期～9/27（落札率97.89％）
・あさひ給食センター下処理室エアコン設置工事（本郷字中田30番1号 （入札7業者））
(株)アクアプラス 1,600,000円 2,020,000円 最低制限価格1,431,360円 工期～8/30 落（ 、 ） （
札率79.21％）
・旧由良小学校校舎等解体工事（由良一丁目21番70 （入札17業者うち9業者辞退））
(株)誠朋建設 112,000,000円（112,700,000円）工期～12/13（落札率99.38％）
・市立朝暘第五小学校旧校舎解体工事（切添町15番4号 （入札16業者うち9業者辞退））
(株)山口工務店 192,500,000円（194,900,000円）工期～7/3/21（落札率98.77％）

4月25日入札分
藤島こりす保育園会議室兼午睡室エアコン更新工事（藤の花1丁目21番1号）（入札7業者）・

(株)エスパー 2,000,000円（2,330,000円）工期～7/12（落札率85.84％）
・市立朝暘第五小学校改築及び第五学区放課後児童クラブ新築ユニット工事(２期)（切添
町１５番４号 （入札9業者うち6業者辞退））
(株)佐藤工務 66,000,000円（66,670,000円）工期～7/26（落札率99.00％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
5月2日入札分

・西目地内土砂災害に伴う上京田橋金山線水路復旧工事（西目地内 （入札7業者うち1業）
者辞退）
小野寺建設(株) 3,100,000円（3,880,000円）工期～10/31（落札率79.90％）

荘内病院管理課入札結果（ ）内は予定価格
4月24日入札分

・市立荘内病院 情報通信ネットワークDHCPサーバー更新工事（随契見積合せ）
東日本電信電話(株)山形支店 3,050,000円（3,500,000円）工期～8/20（落札率87.14％）

（
１
面
の
つ
づ
き
）

契
約
金
額
は
、
令
和
３

年
９
月

日
議
決
の
本
体

29

工
事

億
１
１
０
０
万
円

22

か
ら

億
８
５
４
９
万
４

24

千
円
に
、
２
億
７
４
４
９

万
４
千
円
の
増
額
（
佐
藤

工
務
・
佐
藤
組
・
山
口
工

務
店
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体

、）

同
じ
く
機
械
設
備
工
事

は
、
４
億
１
３
７
１
万
円

か
ら
５
億

万
７
６
０
０

51

円
に
、
８
６
８
０
万
７
６

０
０
円
の
増
額
（
山
空
・

桜
井
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体
）
で
す
。

完
成
期
限
は
令
和
６
年

６
月

日
か
ら
同
７
月

28

26

日
に
、
約
１
か
月
延
長
さ

れ
ま
す
。

国
保
税
の
負
担
増
は
容

認
で
き
な
い

市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
は
、
国
の

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
後
期
支
援

金
分
の
課
税
限
度
額
を
２

万
円
引
き
上
げ
、
課
税
限

度
額
総
額
を
１
０
６
万
円

に
し
ま
す
。

共
産
党
市
議
団
は

国
、「

保
税
の
更
な
る
負
担
増
は

」

、

容
認
で
き
な
い

と
し
て

課
税
限
度
額
引
き
上
げ
に

反
対
し
ま
し
た
。

市
田
忠
義
・
党
副
委

員
長
と
語
る
つ
ど
い

テ
ー
マ
：
日
本
共
産
党

を
知
る
＆
語
り
合
う

期
日
：
５
月

日
・
午

19

後
２
時
か
ら

会
場
：
出
羽
庄
内
国
際

村
大
ホ
ー
ル

宣
伝
行
動

（
ス
タ
ン
デ

」

ィ
ン
グ
）
が
パ
ル
前
交
差

点
で
開
催
さ
れ
、
関
徹
県

議
と
、
坂
本
昌
栄
議
員
、

長
谷
川
剛
議
員
、
砂
田
茂

三
川
町
議
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

参
加
者
が
リ
レ
ー
ト
ー

ク
を
行
い
、
平
和
へ
の
願

い
や
、
軍
事
費
増
と
憲
法

改
悪
を
目
指
す
自
民
党
政

治
に
審
判
を
下
そ
う
と
声

を
上
げ
ま
し
た
。

「
戦
争
反
対
・
九
条
守

れ
、
５
・
３
憲
法
記
念
日

宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。

憲
法
施
行

年
に
あ
た

77

り
、
岸
田
文
雄
政
権
の
憲

法
蹂
躙
（
じ
ゅ
う
り
ん
）

「
戦
争
国
家
づ
く
り
」
の

危
険
性
を
訴
え
ま
し
た
。

憲
法

条
の
「
義
務
教

26

育
は
こ
れ
を
無
償
と
す

る
」
と
さ
れ
な
が
ら
、
小

中
学
校
で
も
入
学
準
備
や

教
材
費
な
ど
に
お
金
が
か

か
る
こ
と
、
さ
ら
に
高
校

や
大
学
に
進
学
し
て
も
学

費
が
高
く
、
奨
学
金
返
済

に
追
わ
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
物
価
上
昇
に
賃

金
や
年
金
が
追
い
つ
い
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
憲
法

条
の
「
す
べ
て
の
国
民

25は
健
康
で
文
化
的
な
最
低

限
度
の
生
活
を
す
る
権
利

を
有
す
る
」
と
程
遠
い
現

状
を
変
え
よ
う
と
訴
え
ま

し
た
。

５
月
３
日
の
憲
法
記
念

日
に
、
日
本
共
産
党
の
関

徹
県
議
と
鶴
岡
市
議
団

は
、
市
内
５
箇
所
で
街
頭


